
金
部
古
H
U
士
応
器
廿
凶

ど
も
.
年
治
及
菅
家
見
聞
集
皆
十
六
年
と
な
す
。
と
あ
り
。
平
次
按

宇
る
花
、
前
田
淵
今
枝
細
川
陀
は
十
八
年
の
事
と
し
・
古
兵
融献
に
は
・
十

八
年
の
各
と
す
o
服

H
橘
町
ど

E
R門
へ
脳
は
る
と
あ
れ
ば
、
正

門
の
来
る
は
各
撃
か
容
季
な
る
べ
し
。
駁
府
政
事
録
に
、
民
長
十
九

年
十
月
+
九
日
.
去
三
月
白
a
大
野
修
理
売
所
吋
加
賀
中
納
官
利
長
方

h
港
島
一
通
?
共
赦
之
制
問
者
。
秀
抑
制
瓜
才
覚
同
期
逐
ν
日
第
a
増
進
一
漸
時
分

此
時
候
問
。
早
有
一
-
上
治
↓
秀
頼
可
v
有
=
御
指
南
-
云
々
。
利
長
死
去
己

る
。
夫
よ
り
登
城
‘
公
と
桁
談
、
且
饗
山
間
同
時
り
て
、
左
門
的
路
民
金

探
K
来
り
、
高
山
南
坊
と
沓
友
な
れ
ば
、
共
の
夜
苓
舎
を
な
す
虞
へ
、

高
岡
よ
り
友
門

へ
伎
を
以
て
.
二
艇
と
一
飽
の
甘
橘
を
賜
ム
と
い
へ

り
。
叉
此
の
左
門
の
来
る
を
、
古
山
内
本
に
は
4
・
五
年
陀
係
く
。
然
れ

よ
り
先
づ
小
松
へ
哀
り
.
前
回
針
路
方
に
二
個
し
、
共
の
翠
目
、
家

僕
只
一
人
を
供
し
、
二
十
市
一
程
を
縦
、
前
向
の
二
上
屋
吉
助
方
に
至

兵
幾
ば
く
も
左
し
。

zh
が
兇
利
光
事
は
側
双
の
女
妨
た
れ
ば
.
挺
が

心
底
何
と
も
知
る
べ
か
ら
や
と
也
。
或
は
一
古
ふ
。
左
門
此
の
度
大
坂

左
門
を
介
と
し
て
、
瑞
能
公
民
乞
ひ
て
臼
く
‘
若
し
大
坂
K
戎
事
起

ら
ば
‘
公
之
を
救
ひ
給
へ
と
。
公
答
へ
て
日
く
、
我
痴
を
抱
く
を
以

て
出
馬
し
難
し
。
兵
を
出
す
べ
き
も
闘
に
退
老
致
仕
の
身
な
れ
ば
、乎

一

月

朔

日

大

別

修

迎

完

治

長

判

mm
柴
肥
前
守
殿
御
宿
所

按
・
干
る
に
.
盗
長
十
九
年
十
月
利
光
卿
よ
り
、
本
多
上
野
介
在
以
て

政
府
へ
発
出
さ
れ
し
書
簡
は
.
彼
の
総
制
点
門
が
来
れ
る
後
克
巳
指

越
し
て
、
出
兵
の
部
主
似
促
せ
し
容
的
な
る
か
。
但
し
、
早
々
上
祷

候
而
前
端
可
ν
有民一
一御
指
南
-
と
の
文
一一
吉
田
に
蹴
れ
ば
、
織
問
左
門
が
古
都
れ

る
時
折
4
9

せ
し
お
簡
な
ら
ん
。
若
し
Mm
る
時
は
、
左
門
が
来
れ
る
は

十
九
年
の
務
三
月

K
て
、
利
長
卿
箆
逝
の
前
な
り
o
Mm
れ
ば
十
六
年

比
高
岡
附
の
符
士
を
ば
多
分
金
津
へ
返
さ
れ
し
は
・
早
〈
大
坂
の
事

情
世
相
川
山
間
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
て
、
紋

m左
門
が
来
る
に
依
っ
て
返

さ
れ
し
や
う
に
い
へ
る
も
の
は
、
後
人
の
鎚
聞
な
る
べ
し
。
=
一
州
芯

に
.
織
問
左
門
へ
の
公
の
答
言
甚
だ
味
あ
り
。
・
師
…
ν
程
養
老
知
の
内
を

七

米
七
悶
石
‘
共
外
術
開
H

兵
線
放
#
有
ν
之
候

m
.早
々
上
裕
候
而
.
間

制
可
v
有一
-御
一
指
南
日候
。
恐
々
総
言
。

後
。
子
息
筑
前
守
利
光
.
以
a
本
多
上
野
介
-
指
=
上
之
一
と
あ
り
。
京官官

制
の
お
如
v
左。

秀
級
桜
都
、
御
才
覚
揃
迫
ν
日
令

bv長
-候
。
漸
時
節
此
附
候
。
兵
根

以
下
大
紙
有
ν
之
分
‘
術
的
左
衛
門
大
夫
手
前
三
高
石
、
秀
級
制
制
御
磁

は
い
か
に
も
御
催
に
可
ν
雌
候
。
せ
が
れ
筑
前
守
山
闘
は
、
内
府
の
婚

に
候
へ
ば
、内
府
と
一
味
可
ν
仕
候
哉
。
枠
と
巾
し
な
が
ら
心
底
不
v
存

候
。
私
在
世
の
内
に
候
は
ピ
.
隠
居
の
人
数
不
ν
時
国
指
上
可
ν
巾
よ
し
御

震
だ
て
を
仕
な
が
ら
、
御
銭
に
も
な
ら
ざ
る
事
仕
出
す

K
依
っ
て
、

内
府
と
一
味
い
た
し
市
出
稼
を
退
候
ひ
吉
。
君
之
御
大
事
に
至
り

τ

O
高
岡
附
諸
士
強
宅
事
時

今
枝
常
に
一
冨
ム
。
院
長
十
八
年
美
丑
・
瑞
能
会
御
隠
居
地
十
悶
石
之

内
回
以
昌
二
関
石
-
令
Y

附
=
微
妙
院
殿
寸
各
反
砂
金
調
陣
~
震
直
共
列
也
.
俗
回
.

級
問
左
門
鵠

rpu需
昌
秀
級
公
之
使
コ
訓
昌
苅
岡

h
d秀
頼
公
針
a
徳
川
家
-

必
起
a
矛
盾
↓
可
v有
=
奥
力
-
乎
否
。
瑞
能
公
仰
日

a

我
家
n
秀
吉
公
厚
恩
↓

今
何
有
ν
不
v
従
v
命
乎

a

山
民
長
五
年
秋
.
石
悶
三
成
矯
=
公
命
↓
作
一
議
叛
逆
-

之
時
・
一
味
徳
川
家
寸
前
巴
退
逆
徒
↓
若
徳
川
家
肉
-一
秀
抑
制
公
-
有
a
具
心
↓

我
必
従
ν
命・

乃
際
居
鎖
之
人
数
e

不
ν
残
捺
v
公
。
於
一
致
前
守
利
光
-
者
・

冊
子
恐
忠
プ
キ
徳
川
家
之
締
也
。
難
v
剖
--北
ハ
心
-
一冨
ぺ
後
減
昌人
数
一如
品本

文
。
と
あ
り
o
今
校
芭
方
自
記
K
も
・
大
坂
逝
飢
前
、
秀
畑
山
公
よ
り

瑞
龍
院
殿
を
御
相
剛
被
ν
成
皮
よ
し
紋
日仰
4P時
、
御
伎
は
総
則
左
門
也
。

高
岡
へ
来
り
、
秀
削
制
御
口
上
之
趣
被
v
巾
け
れ
ば
.
殿
、
奈
何
民
も
投

入
承
候
。
闘
ヶ問
山
一
傘
之
節
も
、
治
部
少
輸
な
ど
仕
形
あ
し
く
.
御

金
滞
古
政
志
港

H
四

存
知
混
在
も
難
ν
計
.
唯
今
御
酬
附
何
と
も
雛
z
巾
上
↓
隠
居
の
人
数
は
何

時
に
て
も
進
上
可
ν
仕
。
と
の
御
返
事
の
由
也
。
と
見
h
J
ニ
州
志
製
薬

徐
考
陀
は
、
経
長
十
六
年
辛
亥
.
秀
頼
君
の
伎
と
し
て
、
織
問
左
門

抑制長
。日
間
披
に
来
て
公
民
内
鵠
す
。
自
註
K
云
ム
。
額
長
は
級
国
有

楽
長
径
の
次
男
.
時
陀
秀
頼
君
陀
仕
へ
た
り
。
今
年
三
月
也
八
目
、

秀
知
馴
君
始
て
二
僚
披
に
来
て
紳
君
に
祁
す
。

問
ー
よ
り
先
秀
抑
制
沼
織
問

の
仕
合
に
て
、
罷
登
り
御
馳
走
仕
儀
は
難
M

成
。
ま
た
筑
前
守
儀
は
父

子
の
聞
と
乍
ν
申
.
H
L
は
山
聞
東
拘
抵
の
到
な
れ
ば
、
如
何
様
の
協
を

家
組
閣
官
井
掃
部
と
云
ふ
者
元
楽
家
砲
筋
在
る
ゆ
ゑ
比
、
都
部
所
に

宿
し
、
金
保
高
岡
の
様
子
を
問
合
せ
‘
翠
日
高
岡
に
至
り
け
り
。
利

長
卿
針
而
有
り
て
、
秀
知
相
会
の
御
口
上、

東
夷
の
鉢
近
年
の
内
に
秀

級
公
を
前
し
可

he休
也
。
偏
に
利
長
を
抑
制
み
川品
召
と
の
旨
也
。
利
長

卿
・
私
の
俄
は
賞
殿
御
覧
之
泊
z討
中
陀
て

.
家
の
内
を
さ
へ
不
行
歩

公
の
鵠
a
御
伎
一
一
級
悶
左
門
北
図
に
下
り
・
越
前
の
今
庄
よ
り
、加
州
小

松
K
て
下
人
一
人
召
連
れ
、
歩
陀
て
参
着
。
小
松
に
て
、前
回
釘
馬
守

返
事
被
v
成
。
共
の
後
何
と
な
く

J
M仁
紳

尾

官

m
E始
と
し
て

前
石
分
を
金
滋
へ
被
v
返
し
云
hk
o
と
紋
せ
た
り
o
家
諮
の
趣
と
金
〈

同
じ
。
叉
側
屋
政
府
悼
の
古
兵
談
陀
云
ふ
。
間
院
長
十
八
年
の
各
‘
秀
抑
制

占，、




